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【目的】人工心肺を用いる体外循環(CPIぬでは，多量のへパリン投与が必要であるとともに.凝回線溶・
炎症J性反応、の元進がおこることが知られている。これらの反応を軽減する目的で，人工肺や回路内面をへ
パリンコーティングCHC)した回路が臨床使用されつつある。本研究では，従来回路あるいは日C回路使用
時において各種炎症性メディエーターの測定を行い， HC回路の生体適合性につき検討した。
【対象と方法】最近関心術を施された30例を対象とした。これらを無作為に従米回路使用の10例(N群)，
HC回路使用10例(H群)， HC回路使用兼ヘパリン減量10例(L群)に分け，頼粒球エラスターゼ(GEL)，
Complement 3a(C3a)，インターロイキン6(IL・6)および8(lL・8)を，術的からCPB終了24時間後まで
の11時点で測定した。 N群と日群は初回投与へパリンを300U/kg， L群は150U/kgとし.以後活性化凝
固時間値に応じてヘパリンを追加した。 3群ともCPB離脱後に初回投与ヘパリンと同量のプロタミンを
投与してへパリンの中和を行った。
【結果】 N群のGEL，C3aは他の2群よりCPB中に有意に高値であり， H群とL群の間ではいかなる測定
時点、でも差がなかった。 IL-6，IL-8はCPB終了後にL群が他の2群より有意に低値であり， CPB後半から
CPB終了後早期にかけてN群が他の2群よりも高値をとる傾向がみられた。
【考察と結語】 HC回路の使用により白血球・補体の活性化ならびにサイトカインの上昇は抑制され. '" 
パ 1)ン減量時にもこの効果が維持された。したがって，これらはHC回路のへパリン分子による効果であ
ることが示唆された。またヘパリンおよびプロタミンの減量がサイトカインの上昇をさらに抑制したこと
から， HC岡路使用兼へパリン減量はCPB時に生じる炎症性反応を軽減し， HC回路は生体適合性に優れ
ていると考えられた。
論文審査の結果の要旨
関心術における人工心肺回路を用いた体外循環では，凝固線溶・炎症性反応が冗進することが知られて
いる。牛.体にとって有害なこれらの反応を軽減する目的でへパリンコーティング(HC)人半心肺閉路が臨
床で使用されつつあるが，未だ不明な点が多い。
本研究は成人関心術痕例を，従来凶路を使用した群， HC回路使用群，およびHC回路を使用し投与ヘパ
リンを減量した群に分け，各種炎症性メディエーターを測定してHC回路の生態適合性について検討した。
その結果.体外循環中の顕村球エラスターゼおよびC3aはIIC回路使用の2群で低値であった。また，
インターロイキン 6および8は体外循環後半から体外循環終了後早期にかけてHC伺路使用の 2群が低怖
であり， さらにHC回路使用兼ヘパリン減量群においては体外循環終f後には他の 2群よりも低怖であっ
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以kの結果から， HC回路の使用により白耐球・補体の活性化ならびにサイトカインのと昇は抑制され，
投与へパリン減量時においてもこれらの効果が維持されていることからHC凶路のへパリン分子によるも
のであると惟定された。また， IIC回路使用によるへパリンおよびプロタミンの減量がサイトカインの上
昇を抑制し，体外循環により生じる炎症性反応を軽減したことからHC回路が生体適合性に優れているこ
とが明らかになった。
したがって，本研究で得た知見は体外循環に伴う生体の炎症性反応の解明とその対策に寄与する点が少
なくないと考えられる。よって本研究者は博士(医学〉の学位を授与されるに値するものと判定された。
山戸《
-_:t'ltl 
